














































一細胞膜を介 した ｢内｣と ｢外｣の情報統合の解明に向けて-
3-1. 視覚系とリン酸ジェステラ-ゼ (PDE)




























8-1. 環境一身体一脳の相互作用系における ｢内｣ と ｢外｣の
情報統合
一学習過程の成立と病気発症に見られる相同原理-
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研究会報告
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｢電磁波と生体への影響｣
3.進化生物学の視点



























































































刺激 標的細胞 G-タンパク質 エフェクター 作用
エピネフリン 肝臓 Gs AC グリコーゲン分解
黄体形成ホルモン 卵巣 Gs AC エス トロゲン合成
アセチルコリン 心筋 Gi カリウムチャネル 拍動数減少
エンケファリン 脳神経系 Gi イオンチャネル 電気的活動





























































































































左脳 (右耳) 右脳 (左耳)
言語音 西洋音楽､機械音､雑音､純音
日本人 欧米人













































































































































































































































































































































































































































































系を介した ｢外部環境｣ 由来の ス` トレス情報'と､体温や血液成分変化とい
った ｢内部環境｣由来の ス` トレス情報'の統合領域に相当すると考えられて
いる｡そして､本稿4節で詳しく述べた､東京医科歯科大学の角田忠信による
聴覚 ･運動フィードバック系の環境センサーとしての働きにまで､この ｢内部





























































































































































































































































2002年 12月6日 (午後 1:00-3:00)





2003年7月 1日～10月28日 (毎週火曜日､午前 10:30～12:00)
5. 立命館大学理工学部物理学科夏期集中特別講義 『構成的認識論一自己 ･
非自己循環理論とその実践』
2003年9月 16日～9月 19日 (午前9:00～午後5:00)
6. 奈良県立医科大学特別講演 『電磁波と生体-の影響』
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の起源 と進化｣『講座 ･生命 vol.5』(中村雄二郎､木村敏 監修)
河合文化教育研究所､河合出版
Nigg吐 H.J.andApplegateL.A.(2003)Biophotons:ultraweak

















































20.バーネット､F.M.(1976) 『免疫 ･老化 ･がん一医学からみた突然変
異と適者生存-』 (小山次郎 訳)､共立出版株式会社､1978年
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